
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

使使用済み核燃料中間貯蔵施設を運営する「リサ

イクル燃料貯蔵㈱」が３月27日、青森県庁やむ

つ市役所を訪れ、2024 年度から 3年分の貯蔵計

画を示しました。これによると事業開始時期を今

年7～9月とし、使用済み核燃料容器を年度内に

１基、翌年度に２基、翌々年度に５基の計8基を

新潟県柏崎刈羽原子力発子力発電所から運び入れ

るとのことです。 

再処理事業は絶望的で行く先を持たないま

ま、この地に使用済み核燃料を搬入することは取

りも直さず永久的に貯蔵されることとなることは

必至です。また、この事業がスタートすることは全

国の老朽化原発の再稼働に油を注ぐことになり、

原発事故のリスクを一層大きなものとすることに

つながります。 

今こそ声を張り上げ搬入反対を叫びましょう！ 

 

【むつ中間貯蔵・使用済み核燃料搬入反対現地実行委員会】 

代表 中 島 寿 樹  事務局連絡先：栗橋（090-8924-5462） 

むつ中間貯蔵施設への使用済み核燃料搬入を許さないために

2024 年５月19 日（日）午後１時
於：むつ来さまい館イベントホール

むつ市田名部町 10-1

 

中間貯蔵施設と最終貯蔵施設は同じこと！
行き先のない核のゴミ捨て場です！

1 基でも搬入されれば下北核廃棄物最終貯蔵のはじまりです！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつ中間貯蔵・使用済み核燃料搬入反対現地実行委員会 

 

中間貯蔵後の使用済み核燃料の搬出先はどこにもありません 
 かつて事業者は住民説明会で保管期間終了後の使用済み核燃料は新設する「第２再処理工場」へ搬出すると

述べていましたが、今や「第２再処理工場」はその構想すら政府のどの部署にも存在しません。もはや六ヶ所

再処理工場完工すらおぼつかない中で膨大な費用を投入して第 2工場を作ることはあり得ません。 

 すでに中間貯蔵施設の大前提であるはずの「核燃料サイクル計画」破綻しています。 

 青森県議会では当局答弁で「海外搬出もありうるのではないか」などと迷走発言も飛び出しています。こう

した状況でむつ中間貯蔵施設が使用済み核燃料を受け入れるならば、行く宛てのない「核のゴミ」を永久に                 

私たちの故郷に放      置することとなります。 

 子どもたち              に美しいままの姿で故郷を残すことが          私た

ちの責務では               ないでっしょうか。 

これから何がおこるの？ 
おかあさん 


